
大田区
JRS,大田区とルワンダの橋渡しに

2022年2月3日（木）11時半より40分間、大田区、
ルワンダ大使館、そしてJRSメンバーでの会議が行
われました。

大田区で開催されている、「第26回おおた工業
フェア」へ、当初ルワムキヨ駐日大使をご案内する
予定でしたが、新型コロナウィルス蔓延のために行
事がオンライ開催となりましたので、会議もオンラ
インとなりました。

おおた工業フェアは、中小製造業の集積地と
して知られる大田区のものづくり企業が一
堂に会する総合展示会です。四半世紀の実

績から第26回では従来のリアル展示会に加え、オン
ライン展示会を拡充し、ハイブリッド型の展示会に
生まれ変わります。（中略）大田区一丸となって優
れた技術・技能をPRするとともに、出展者の新規
ビジネス開拓の場となることを開催目的としており
ます。（HPより）

ご興味のある方はオンライン会場をご訪問くださ
い。展示や講演に参加するには、登録が必要となり
ます。https://ota-industrial-fair.com/

会議の内容について簡潔にお知らせしま
す。

参加者　ZOOMのウィンドウで８名程度でした。深
川理事の司会のもと、太田理事長のご挨拶により始
まりました。次にルワムキョ大使、大田区長松原
氏、大田区副区長川野氏、両氏からは大田区の産業
についてのご説明、大田区とルワンダのこれまでの
関わりなどについてのご説明がありました。そし
て、ルワムキヨ大使からの今後のご提案、展望、深
川理事によるご挨拶、そして最後に坂本副理事長か
らのご挨拶で締めくくられました。

坂本副理事長からは、大田区工業フェアを捉えたこ
の会議をきっかけに、今後もルワンダの友好と発展
を願う活動に繋げていきましょうとお話をされまし
た。私たちは４年の間に会が温めていたことが漸く
スタートしたのだなという気持ちになりました。

太田理事長は、2月4日から始まります北京オリン
ピックではなく、８年前の羽生結弦選手が金メダル
を獲得されたソチ五輪の当日に「おおた工業フェ
ア」へ参加された思い出を話してくださいました。
会場のブースで中小企業の方々が、目をキラキラと
輝かせて、お客様たちと高度な技術論を議論してい
る熱い姿に、目のうろこが落ちたそうです。現在の
大田区はかつての町工場のイメージから、技術コン
サルタントへと変容し、国内外の関係者とその技術
を、社会問題の解決のために役立てています。ルワ
ンダと大田区との関係は、2016年にひまわりの種ま
き機とりんどうの殺菌用の機材の納入という実績が
あります。（こちらを参照“ルワンダを変える花、
それはヒマワリにリンドウ”）今日はオンラインで
顔合わせ、次回はルワムキョ大使には実際に大田区
に訪問して頂くとお話になりました。

続いてルワムキョ大使からは、ルワンダは汚職も少
なく、世界銀行が行なう外国からの起業しやすさラ
ンキングでは２位（１位はモーリシャス）であるこ
と、そして日本との協力分野はインフラ、農業、教
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育、ICT中小企業支援とあり、ルワンダにとり日本
は大切なパートナーであること、更に、今年は国交
60年の記念の年であり、記念日（7月4日）に向けて
友好を盛り上げていきたく、大使館として大田区と
のパートナシップを大切にしたいと述べられまし
た。

松原区長、川野副区長より、大田区の概要について
ご説明がありました。大田区は日本を代表する中小
企業の町で、大手企業の部品の受注、自社で設計か
ら最終工程まで行うなど様々な形態の起業の集積地
であること、特に金型に関しては世界最高の技術を
持っており、且つ地域内での企業の連携が取れてい
るとご説明がありました。続いて、これからの展望
として、持続可能な工業のために、カーボンオフに
対応し、デジタル化を進めて、海外との連携を取り
たいとおっしゃっていました。今日は大田区がルワ
ンダに対して提供できるソリューション（問題解

決）について話し合いましょうということでした。
続いて、羽田空港に隣接されました羽田イノベー
ション・シティーについてのご案内がありました。
詳細はこちら　大田区の先端産業と文化交流を目的
とし、現在は一部オープン、来年の夏に全館開館予
定とのことです。羽田の施設も是非ルワムキョ大使
にはご見学頂きたいとおっしゃっていました。

ルワムキョ大使より、大田区にご期待とご提案があ
りました。大使は日本との協力を進めることを通
じ、ルワンダの中小企業を支援し、若者の雇用を促
進することを期待されています。既に実績のあるひ
まわりの種まき機のような農業機械は農産物の加
工、収穫、作物の保存などのテクノロジーが必要な
分野へ役立つこと、そしてルワンダ政府が現在進め
ているmade in Rwandaのためになると言われまし
た。さらに大使は大田区の可能性について触れ、ル

ワンダがかかえる問題を紹介して、一緒に何ができ
るかを話し合いましょうと言われました。ルワンダ
は、中小企業支援を通して、ルワンダで生産できる
製品づくりに取り組み、技術革新や雇用の促進を目
指しているところだということでした。

図 3：ルワンダの景色

深川理事は、これらを受けて、made in Rwanda支援
のための今日はスタートの日だと言われました。

所感。当初に予定していた時間30分を超え
て大変内容の濃い会議となりました。ル
ワンダの抱える、発展を阻害する問題

点、みんなで解決に向かうには、お互いの技術と知
恵を出し合うことが大切だと思います。そして何よ
りも両国の調和が大切だと思います。何度も大使と
会談を重ねてこられた大田理事長が大田区とルワン
ダをつなぐ架け橋となっていることは言うまでもあ
りません。理事長ありがとうございます。

ニュースレターの最後ではありますが、太田理事長
より一言頂きたいと思います。

　松原区長はじめ大田区の皆様には、ルワムキヨ大
使をまずオンライン会議で温かく迎えて頂きまし
た。感謝しています。これも深川理事のご尽力の賜
物です。次はルワムキョ大使が大田区の素晴らしい
中小企業の方々との出会いとなります。皆さん、温
かく見守っていきましょう。
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